
第 65回全日本総合男子ソフトボール選手権大会岡山県予選 

期日：2019/4/28  8：52〜 

場所：美咲町中央運動公園野球場(A) 

 

▼代表決定戦 

環太平洋大学      5 0 0 0 1 0 2    8 

御津クラブ         0 0 0 0 0 0 0    0 

 

 

環：萩原(2回)糸数(4回)片山(1回) – 長谷川 

御：岡野(3回)福吉(4回) – 宮田 

 

三塁打：轉法輪、黒岩(以上環) 

二塁打：吉井(環) 

 

 

戦評 

 

1回表、1番黒岩が死球で出塁し 2死 2塁となって 4番小原がセンターに弾き

返し 1点、送球の乱れる間に進塁。5番吉井ライト前ヒットで 1.3塁、6番大城

(直)もレフト前にタイムリーヒットで続き 2点目。7番轉法輪がレフトオーバーの

タイムリースリーベースヒットで 4点目、続く 8番長谷川にもタイムリーが出て初

回に 5連打で一挙 5点を先制。 

3回表、5番吉井がライト前で出塁、内野ゴロでランナーが入れ替わり 1死 1塁

から 7番轉法輪レフト前で 2.3塁。長谷川のショートゴロがフィルダーチョイスと

なり 1死満塁、しかし、後続を打ち取られ 5-0 と追加点のチャンスを逃した。5

回には吉井がこの日 3安打目となるレフトへのツーベースヒットを放ち、まずい

守備もあり もたつく間にホームに生還し 6点目。7回には途中出場の 6番福

山がセンター前ヒット、1死となり 8番長谷川のショートゴロがフィルダーチョイス

となり 1.2塁。9番玉城の内野ゴロの間にそれぞれ進塁し、2死 2.3塁から 1

番黒岩が 1-0から右中間を深々と破るタイムリースリーベースヒットを放ち２者

生還し 8-0。 

守っては萩原、糸数、片山のリレーで 11三振を奪い完封勝利。打線は 12安打 8得

点と爆発し中国予選へとコマを進めた。 

 


